

















































































































































































































































































































158 159第 5 章　グローバルに生きる！　はじまりは GLOCOL だった
の差異が大きい場合、根本的に理解しきれないこともあります。しかし、
そもそも他者に対して理解できないことがあって当然ですし、理解しきれ
なくても良いのだと思います。理解できなくても、知り、受け止め、認め
合うことができれば、人として向き合い、心に触れるコミュニケーション
ができます。心に触れるコミュニケーションは、相手と新しく共有できる
何かを生み出し、それによって差異を乗り超えて、共に過ごすことができ
ます。
　何度も立ち上がってきた「異文化理解とは何なのか」、「多文化共生とは
何なのか」、「グローバルってそんなに日常と乖離しているのか？」という問
いに対して、実体験を通して見えてきた私の答えというのが、そのような
ものです。
11. 知識の身体化
　ところで、なぜそれらの問いに何度もぶつかることになったのか、とい
う点について考えてみました。授業内外の様々な場面で、人並み以上に
“異文化理解”や“多文化共生”という言葉に触れる機会が多かったにもか
かわらず、なぜしっくりく
る理解が得られぬままだっ
たのでしょうか。そしてな
ぜ、今頃になってようやく、
答えのようなものが見え始
めてきたのでしょうか。
　振り返ってみると、問い
として立ち上がってくる間
はそれらの言葉が私にとっ
て知識でしかなかった、と
いうことなのだろうと思い
ます。つまり、知識や理論
として学んできた言葉や概
念が、フィールドスタディ、
豊中市役所における行政目線での実務、そして青年海外協力隊としての
外国人体験を経て、身体を通して、実体を持って理解されるようになった、
と考えられます。
　このプロセスを勝手に知識の身体化と名付けましたが、これは異文化
理解や多文化共生ということに限らず、広く起こっていることなのでしょう。
の本質なのではないか、とその時に気が付きました。	 
	 
自分なりの答えを探し続けること	 
“グローバル”という言葉は国境を越えた経済や人の移動を通して解説されがちなので、
自分の生活とは遠いもののように感じる人が多いのではないかと思います。“異文化理解”
という言葉もよく聞かれるようになりましたが、外国人と関わらないのなら関係ないこと、
と思われる方が多いのかもしれません。	 
しかし、これまでの経験を通して私が気づいたことというのは、国境を越えてもそこに
いる人々とどうかかわるかというのは、個々人にゆだねられるのだということです。国籍
や言語、価値観、文化・慣習などの差異は障壁になるときもありますが、そうした違いは
単純化すれば、日本人同士で出身地によって方言や文化・慣習、常識すら違うことがある
のと同じです。差異の中には、根本的に理解しきれないこともありますが、そもそも他者
に対して理解できないことがあって当然ですし、理解しきれなくても良いのだと思います。
理解できなくても知り、認め合うことができれば、人として向き合い、心に触れるコミュ
ニケーションができます。それによって新しく共有できる何かが生まれ、そうすれば差異
を乗り超えて、共に過ごすことができます。	 
何度も立ち上がってきた“異文化理解とは何なのか”、“多文化共生とは何なのか”、“グ
ローバルってそんなに日常と乖離して るのか？”という問いに対して、実体験を通して
見えてきた答えというのが、そのようなものです。	 
	 
知識の身体化	 
ところで、なぜそれらの問いに何度もぶつかるこ に ったのか、という点について考
えてみました。授業内外の様々な場面で人並み以上に“異文化理解”や“多文化共生”と
いう言葉に触れる機会が多かったにもかかわらず、なぜしっくりくる理解が得られぬまま
だったのでしょうか。そしてなぜ、今頃になってようやく、答えのようなものが見え始め
てきたのでしょうか。	 
振り返ってみると、問いとして立ち上がってくる間はそれらの言葉が私にとって知識で
しかなかった、ということなのだろうと思います。つまり、知識や理論として学んできた
言葉や概念が、フィールドスタディ、豊中市役所における行政目線での実務、そして青年
海外協力隊としての外国人体験を経て、身体を通して、実体を持って理解されるようにな
った、と考えられます。	 
このプロセスを勝手に知識の身体化と名
付けましたが、これは異文化理解や多文化共
生ということに限らず、広く起こっているこ
となのでしょう。そのように考えると、わか
らないことでも体験を通して、自分なりに実
　 
　 
　 　 
　 
知識の身体化プロセスイメージ	 
＝実体を持って⾝身
になる。感覚として
理理解される。 
そのように考えると、未知なことやすぐに
わからないことでも、体験を通して、自
分なりに実体をもったこととして受け入れ
ることができるということであり、これは
人と人が関わる際にも同じなのだろうと思
います。
12. グローバルに壁を感じる前に
　最近では、生活の中で海外の様子や“外
国人”に触れる機会もどんどん増えていま
す。
　日本で働いている“外国人”の方々を見
かけることも増えましたし、街に出れば
どこにでも世界中からの旅行者がいます。
ニュースで海外の出来事を耳にしない日
はありません。住宅街の中に見慣れない
形の建物（例えばモスクのような）ができ
ていたり、世界中の食をレストランで楽し
むことができたり、色々な場面で外国語
表記を見かけたりすることが増えました。
また、学生たちにとって留学は身近なもの
になりましたし、SNSなどを通して日本以
外のことを簡単に知ることができ、グロー
バルなコミュニケーションが簡単になりま
した。
　一方で、海外に関する情報量が増える
とともに、異文化や社会に対する実体と
しての理解を欠いたままネット上で言いた
い放題言う人たちも多くおり、日本人に深
く根付いている「外国＝異質・特別」といっ
た意識は今も消えていないような気もし
ます。そうした考え方で、「A国だからC」、「B
教だからD」という安直な答えを出してしま
うと、本当に大事なことを見失ってしまうと思います。
　国と国との関係の中で、国籍によって異なる扱いや理解をしなければな
家族や仲間とのつながりや愛情を大切にする文化は日本
人も見習いたい。
ニカラグア人は小さな頃から踊るのが大好き。
廃棄物回収の仕事で使われる馬車は、現代でも車と同じ
ように街を往来する。
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らないこともあります。しかし、様々な制約の中で異文化理解や多文化共
生を実践するのは一市民としての個人です。そして個人レベルで考えたと
き、当事者にとってのグローバルなコミュニケーションとは、目の前の他
者とどうかかわるかということに尽きます。言語の壁はあっても、一人の
人間として、お互いを尊重して向き合うことが大切であり、その先には国
籍や宗教、文化・慣習などを超えた、共有可能な部分が必ずあるはずです。
一人ひとりの市民の中にそういう感覚が広がっていけば、おのずと、その
社会や文化は多様性を受け入れる方向に変容していくのではないでしょう
か。
13. 終わりに
　今回のプレゼンテーションを通して最も伝えたかったことは、グローバ
ルという言葉にとらわれるのではなく、国籍や宗教、文化・慣習の違いに
配慮しすぎるのでもなく、目の前の相手と認め合える関係を築こうと努力
することが、結局はグローバル社会で必要とされることなのではないか、
ということです。そうしたことを一つ一つ真剣に考えなくてもあっという間
に物事が進んでいってしまう、便利でスピード感のある現代社会だからこ
そ、大学やGLOCOLのような組織には、学生の眼や耳や心を育てる教育
を期待したいと思います。
―これまでの感謝に代えて
